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改訂最低
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Aさんの例
（５０歳男性）

改訂前 Ｓ7
366,000円
 
改定後 Ｓ6
323,000円
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ハロー！
日立懇
です

若
い
と
き
は
低
賃
金

04
春
闘
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

勝
ち
取
ろ
う

定
期
昇
給
が
廃
止
さ
れ
た
賃
金
制

度
の
下
で
は
、
基
本
賃
金
額
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
し
な
け
れ
ば
生
活
は
苦

し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

春
闘
で
賃
上
げ
要
求
を
し
な
け
れ

ば
、
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
あ
り

ま
せ
ん
。
賃
下
げ
の
怒
り
を
、
闘
い

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。
「
泣
き
寝
入
り
は
ゴ
メ
ン
だ
。
」

同
じ
思
い
の
人
は
大
勢
い
る
は
ず
。

み
ん
な
で
闘
え
ば
こ
わ
く
な
い
。

が
ん
ば
ろ
う
！

処遇制度改革の最終審議では賛成０、保留１１、反
対５でした。今までほとんど職場集会が開かれなかっ
たのに、この件に関してはさすがに問題ありと思った
のか、評議員が「保留」にしたいと理由を述べて全員
にメール。しかし、評議委員会では絶対多数で「賛成」
だったとは？？（中央研究所／Ｏさん）

日
立
製
作
所
の
「
処
遇
制
度
」
が
大
幅

に
改
訂
さ
れ
来
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま

す
。
定
期
昇
給
を
廃
止
し
「
能
力
主
義
・

成
果
主
義
」
賃
金
に
移
行
さ
せ
、
降
格
・

降
給
も
あ
り
う
る
初
め
て
の
制
度
で
す
。

左
の
Ａ
さ
ん
の
例
の
よ
う
に
、
中
高
年

で
格
付
け
の
低
い
人
は
減
額
保
障
が
あ
る

と
は
い
え
、
基
本
賃
金
は
大
幅
賃
下
げ
で

す
。
全
国
の
職
場
で
は
、
十
分
な
職
場
討

議
が
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
や
、
保
留
・

反
対
が
絶
対
多
数
の
職
場
な
ど
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

職場討議は３回行われましたが、「なんで扶養家
族手当を減らすんだ！」と怒りの声がでました。最
終案の採決は賛成４、保留４、反対１でした。「人
件費削減をしない」を確実に守ってほしい。昔、若
いがゆえに我慢し続けてきた高齢者に対し、あまり
にひどい仕打ちに思える。（旭／Ｎさん）

職場討議で青年がソフトラン
ディング処置に付いて質問し、
結局は下がるということなんで
すねと冷ややかに言っていまし
た。評議員から他の職場でも多
くの意見が出ていることが紹介
されました。私からは、全員投
票を強く要求しました。

（旭／Ｋさん）

私の職場では、賛成０、保
留９、反対２でした。（採決
の際、保留の一人が「反対に
近い保留です」と言った）
（中央研究所／Ｈさん）

初めての職場集会でもあり、集まり悪
かったですが反対４（＋後で反対１名）、
保留１、賛成７（申し訳ないような手の
挙げ方）でした。反対が自分以外に４名
いたことはすごいです。

（大みか／Ｂさん）

（扶養手当、家族手当は含まない）



給
付
は
二
回
の
改
悪

で
七
百
万
円
減
る

自
民
・
公
明
政
府

の
年
金
改
悪
が
具
体

的
に
姿
を
見
せ
て
き

ま
し
た
。

厚
生
労

働
省
の
改
悪
案
で
は
、

働
き
盛
り
世
代
が
生

涯
で
受
け
取
る
年
金

総
額
が
約
二
百
万
円

規
模
で
減
ら
さ
れ
ま

す
。二
〇
〇
〇
年
に
実

施
さ
れ
た
改
悪
と
あ

わ
せ
れ
ば
、
七
百
万

円
以
上
の
減
額
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
試

算
に
よ
る
と
平
均
的

な
人
（
働
い
て
い
た

期
間
の
年
収
平
均
が

五
百
七
十
二
万
円
）

で
、
一
九
五
五
年
生

ま
れ
の
場
合
、
二
百

万
円
程
度
減
り
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
の
前

回
改
悪
で
は
、
一
九

五
五
年
生
ま
れ
で
五
百

万
円
以
上
、
七
五
年
生

ま
れ
の
人
で
一
千
百
万

円
以
上
も
受
け
取
る
年

金
が
減
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
三
百
万
円

以
上
の
負
担
増

給
付
削
減
の
一

方
、
保
険
料
は
、

来
年
十
月
か
ら
二

〇
二
二
年
ま
で
毎

年
０
・
３
５
４
％

（
労
使
折
半
）
引

き
上
げ
ら
れ
、
そ

の
負
担
額
は
平
均

的
な
労
働
者
（
月

収
三
十
六
・
七
万

円
）
で
十
九
年
に

わ
た
っ
て
毎
年
約

一
万
円
ず
つ
値
上

げ
さ
れ
ま
す
。
一

九
六
五
年
生
ま
れ

の
人
の
場
合
、
六

十
五
歳
に
な
る
ま

で
で
総
額
で
三
百

万
円
以
上
の
負
担

増
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
年
金
改
悪

案
を
通
し
た
ら
大

変
で
す
。

若
い
時
も
年
取
っ
て
も

〃
低
賃
金
か
〃

若
い
技
術
者
が
処
遇
制
度
の
改

訂
に
つ
い
て
、
「
定
期
昇
給
が
な

く
な
り
若
い
と
き
に
は
給
料
が
安

く
て
、
こ
れ
か
ら
の
給
料
が
評
価

の
結
果
で
昇
給
す
る
と
な
る
と
、

年
を
と
っ
た
時
に
は
、
現
状
の
人

達
の
水
準
よ
り
安
く
な
っ
て
し
ま

う
よ
」
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

（
半
導
体
事
業
）

各
々
仕
事
は
違
う
し

〃
頭
が
痛
い
〃

「
他
部
署
に
わ
た
る
仕
事
で
、

上
司
が
動
い
て
く
れ
な
い
の
が
原

因
で
成
果
に
な
ら
な
い
時
は
、
誰

が
ど
う
評
価
す
る
ん
だ
ろ
う
か
」

「
俺
達
の
仕
事
っ
て
、
一
連
の
流

れ
の
中
で
何
が
誰
の
成
果
な
ん
て

言
え
な
い
よ
な
ぁ
？
」

部
長
に

「
成
果
主
義
に
な
る
と
、
評
価
が

大
変
で
す
ね
」
と
言
っ
た
ら
、

「
各
々
仕
事
は
違
う
し
、
頭
が
痛

い
で
す
。
」
（
水
戸
）

面
談
な
ん
て

〃
や
っ
た
こ
と
な
い
〃

総
合
職
は
、
期
初
め
に
成
果
目

標
を
作
成
し
期
末
に
そ
の
実
績
を

評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
上
長
が
本
人
と
面
談
を

実
施
し
合
意
の
う
え
で
承
認
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

職
場
に
よ
っ
て
は
「
面
談
な
ん
て

や
っ
た
こ
と
な
い
」
「
上
長
承
認

が
な
い
」
な
ど
、
「
い
ま
で
も
き

ち
ん
と
評
価
で
き
な
い
の
に
、
新

制
度
で
ま
と
も
な
評
価
で
き
る
の

か
」
の
声
。
（
大
み
か
）

赤
字
で
も
な
い
の
に

〃
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
〃

春
闘
後
、
突
然
に
定
期
昇
給
分

約
2.9
％
含
め
６
％
賃
下
げ
が
職
場

討
議
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
赤

字
で
も
な
い
の
に
何
で
」
「
期
間

限
定
で
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
職

場
の
声
を
押
さ
え
込
ん
で
10
月
か

ら
賃
金
カ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
夏
場
以
降
作
業

量
が
増
え
、
残
業
や
休
日
出
勤
の

連

続

に

「
ど
う
な
っ

て
い
る
ん

だ
」
の
声
。

（
日
立
工

機
）

主
任
技
師
も
〃
つ
ら
い
〃

自
分
の
食
い
ぶ
ち
を
稼
ぎ
に
、

ま
た
、
し
ば
ら
く
大
阪
に
出
張
し

て
き
た
。
戻
っ
て
き
た
ら
机
の
上

に
「
ボ
ー
ナ
ス
２
７
万
円
カ
ッ
ト
」

の
紙
が
。
徹
夜
の
作
業
な
ど
で
疲

れ
て
帰
っ
て
き
た
の
に
ガ
ッ
ク
リ
。

さ
ら
に
、
部
長
か
ら
は
「
こ
の
時

期
、
予
算
も
決
ま
っ
て
な
い
の
に

出
張
に
行
っ
て
る
場
合
で
は
な
い

だ
ろ
う
」
と
怒
ら
れ
た
。

女
房
に
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
こ

と
を
言
っ
た
ら
「
い
ろ
い
ろ
引
か

れ
て
手
元
に
残
る
分
が
丸
々
な
く

な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
！
」
「
も

う
、
休
日
出
勤
は
や
め
て
、
土
日

は
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
し
て
」
と
言

わ
れ
た
。
で
、
「
会
社
は
ア
ル
バ

イ
ト
を
禁
止
し
て
い
る
ん
だ
」
と

言
う
の
が
精
一
杯
。
こ
ん
な
こ
と

ば
っ
か
り
や
ら
れ
た
ら
ガ
ン
バ
ル

気
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

（
茨
城
地
区
関
連
会
社
）

読
者
と
共
に
作
る
ニ
ュ
ー
ス
へ
・
・
・

メ
ー
ル
投
稿
く
だ
さ
い

（
編
集
部
）

定
年
退
職
者
よ
り
一
言

こ
の
度
60
歳
定
年
を

迎
え
42
年
弱
の
会
社
生

活
に
終
止
符
を
打
ち
ま

し
た
。
同
期
入
社
は
何
百
人
も
い
た
の
に
今

期
の
定
年
者
は
た
っ
た
十
数
名
で
す
。

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
は
、
こ
こ

数
年
で
ず
い
ぶ
ん
前
進
し
、
産
前
産
後
休
暇

は
各
６
週
間
が
８
週
間
へ
、
育
児
休
暇
、
介

護
休
暇
ば
か
り
か
家
族
の
看
護
休
暇
ま
で
本

当
に
各
種
の
施
策
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
無
か
っ
た
ば
か
り
に
、
ま
た
上
司
や
職

場
の
無
理
解
で
、
泣
く
泣
く
辞
め
て
行
っ
た

女
性
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
事
か
。
Ａ
さ
ん
・

Ｆ
さ
ん
・
Ｏ
さ
ん
な
ど
の
顔
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
今
で
は
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
て

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
る
女
性
た
ち
が
増
え

て
き
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
も
の
で
す
。
持

続
可
能
な
働
き
方
で
、
誰
も
が
良
い
定
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
（
水
）
女
性
定
年
者
よ
り

日
立
空
調
シ
ス

テ
ム
で
は
、
日
立
労
組

か
ら
少
し
遅
れ
て
処
遇

制
度
改
革
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
基
本
賃

金
額
が
日
立
よ
り
九
千

円
も
低
く
、
制
度
移
行

に
伴
う
賃
下
げ
も
３
年

間
だ
け
の
補
償
（
日
立

労
組
は
定
年
ま
で
）
で
、

内
容
が
さ
ら
に
悪
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
03
年
上
期
の
業

績
が
赤
字
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
２
年
連
続
の
赤

字
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
外
注
経
費
人
員
の

60
％
（
90
名
）
を
削
減

す
る
と
し
て
、
派
遣
の

人
な
ど
が
解
雇
さ
れ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
正

社
員
の
大
幅
な
配
置
転

換
と
早
期
退
職
も
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
、
分
社
後
ま

と
も
な
経
営
戦
略
を
示

さ
ず
に
、
賃
下
げ
や
人

減
ら
し
ば
か
り
に
走
る

経
営
者
に
対
し
、
不
安

と
怒
り
の
声
が
出
て
い

ま
す
。日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス

テ
ム
は
、
日
立
本
体
よ

り
早
く
、
６
月
よ
り
新

し
い
処
遇
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
職
場
集

会
で
の
討
議
は
僅
か
15

分
程
度
。
議
論
も
ほ
と

ん
ど
な
い
状
況
で
会
社

主
導
で
導
入
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
処
遇
の

内
容
は
一
般
的
に
若
い

層
は
良
い
評
価
に
は
な
っ

て
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
減
給
も
あ
り
得
る

の
で
若
い
人
達
は
未
来

に
希
望
が
持
て
な
い
様

子
で
す
。

新
賃
金
制
度
は
評
価

す
る
上
司
に
よ
り
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
り
、
個
人
的

感
情
で
評
価
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
が

出
て
い
ま
す
。
評
価
は

自
己
申
告
評
価
表
を
書

か
せ
て
上
司
が
採
点
後
、

面
談
を
行
う
事
に
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
面
談
を
行
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
で
て
い
ま
す
。


